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本
文
学
研
究
会
平
成
二
十
四
年
二
月
「
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
」
の
物
語
の
意
義
准
教
授
烏
谷
知
子
春
山
之
霞
壮
夫
と
秋
山
之
下
氷
壮
夫
の
物
語
で
は
、
御
祖
が
春
と
秋
の
統
括
者
の
役
割
を
担
う
。
春
秋
の
二
季
観
は
陰
陽
と
関
わ
り
、
御
祖
の
姿
は
、
四
時
を
統
括
し
儒
教
的
規
範
に
則
っ
て
天
下
を
治
め
る
仁
徳
天
皇
の
治
政
に
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。『
淮
南
子
』
時
則
訓
や
『
礼
記
』
月
令
に
は
、
春
は
天
子
が
徳
を
布
き
恵
み
を
行
う
季
節
で
あ
り
、
秋
は
収
穫
を
行
い
刑
罰
を
執
行
す
る
季
節
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
仁
徳
天
皇
の
治
政
は
春
の
国
見
に
始
ま
り
、
三
種
の
虫
の
献
上
、
反
乱
の
鎮
圧
、
豊
楽
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
春
夏
秋
冬
の
四
時
に
規
衡

矩
権
の
四
つ
の
制
度
が
よ
く
な
さ
れ
た
し
る
し
が
、
雁
の
卵
と
枯
野
の
琴
の
祥
瑞
で
あ
ろ
う
。
当
該
説
話
は
、
神
の
御
世
か
ら
続
く
規
範
は
人
の
世
の
新
し
い
時
代
の
為
政
者
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
聖
帝
仁
徳
天
皇
の
登
場
を
説
く
為
に
応
神
記
の
終
わ
り
に
置
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
が
発
話
す
る
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
傾
向
准
教
授
伊
藤
博
文
日
本
語
教
育
の
現
場
で
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
リ
ン
ガ
ル
に
し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
し
て
も
、
今
ま
で
ア
ク
セ
ン
ト
教
育
に
は
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
習
者
が
日
本
人
の
よ
う
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
教
育
は
不
可
欠
の
も
の
と
な
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
教
育
は
、
母
語
の
干
渉
を
考
慮
し
た
上
で
、
内
容
と
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
筆
者
が
行
っ
た
調
査
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
感
覚
が
な
い
と
い
わ
れ
る
ソ
ウ
ル
出
身
の
学
習
者
に
対
し
ア
ク
セ
ン
ト
の
誤
用
の
傾
向
を
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
板
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
頭
高
型
ア
ク
セ
ン
ト
の
区
別
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
語
頭
に
無
声
軟
口
蓋
破
裂
音
と
無
声
歯
茎
摩
擦
音
が
あ
る
と
、
頭
高
型
ア
ク
セ
ン
ト
で
発
音
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
後
は
、
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
に
対
し
て
レ
デ
ィ
ネ
ス
と
し
て
の
音
の
高
低
の
感
覚
調
査
を
行
い
ア
ク
セ
ン
ト
教
育
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
大
学
院
言
語
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
日
本
語
教
育
）
博
士
論
文
題
目
〇
人
工
内
耳
装
用
児
の
言
語
学
習
活
動
事
例
に
よ
る
授
受
表
現
の
学
習

星
野
友
美
子
平
成
二
十
四
年
度
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
○
村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
論
中
国
語
翻
訳
作
品
と
の
比
較
に
よ
る
文
化
的
背
景
の
違
い
に
関
す
る
考
察

王
岳
旻
○『
論
語
抄
』
類
の
語
彙
語
法
の
研
究
王
春
影
○
太
宰
治
研
究
翻
案
物
に
お
け
る
「
斜
陽
」
を
中
心
に

永
瀬
優
美
○
明
石
の
君
論
橋
本
夕
貴
乃
○
世
阿
弥
能
に
お
け
る
和
歌
引
用
の
変
遷
東
谷
櫻
子
○『
枕
草
子
』
論
堀
井
瑞
紀
○『
と
は
ず
が
た
り
』
の
研
究
両
角
彩
平
成
二
十
四
年
度
日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
○
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
利
用
し
た
日
本
語
学
習
秋
元
奈
津
美
○
敬
語
に
つ
い
て
の
研
究
安
達
友
紀
○
論
説
文
の
表
現
類
型
新
井
萌
香
○
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
論
男
子
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
分
析

石
川
安
澄
○
古
事
記
に
お
け
る
火
石
野
田
愛
○
古
事
記
に
お
け
る
出
雲
大
刀
の
伝
承
を
中
心
に

稲
田
詩
央
莉
○
方
言
共
通
語
間
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
井
上
絵
梨
○
漫
画
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
上
野
美
佳
○
太
宰
治
『
右
大
臣
実
朝
』
論
大
倉
由
紀
恵
○
御
伽
草
子
の
研
究
大
須
賀
彩
葵
○
源
氏
物
語
の
形
容
詞
粕
谷
依
里
○
宮
沢
賢
治
論
猫
を
中
心
に

岸
香
純
○「
水
仙
月
の
四
日
」
論
賢
治
の
仏
教
思
想
に
お
け
る
「
再
生
」
木
村
理
歩
○
ム
ー
ミ
ン
シ
リ
ー
ズ
論
旅
と
冒
険
が
も
た
ら
す
も
の

久
慈
菜
穂
○
清
少
納
言
論
久
保
温
美
○
永
井
荷
風
『
東
綺
』
研
究
小
池
麻
友
○
伊
勢
物
語
論
小
林
亜
希
○
古
事
記
に
お
け
る
大
国
主
神
話
の
意
味
駒
井
英
里
○
長
野
市
方
言
の
研
究
込
山
亜
美
○
よ
し
も
と
ば
な
な
『
ア
ム
リ
タ
』
論
齋
藤
由
依
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○
落
窪
物
語
論
佐
々
木
萩
乃
○
狂
言
「
因
幡
堂
」
研
究
佐
藤
愛
美
○
程
度
表
現
に
つ
い
て
澤
田
薫
○
現
代
語
の
比
況
表
現
「み
た
い
だ
」
と
「
よ
う
だ
」
の
用
法

篠
田
沙
織
○
灰
色
の
男
た
ち
論
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
エ
ン
デ
『
モ
モ
』
研
究

杉
本
祐
実
○
源
氏
物
語
論
も
の
の
け
に
つ
い
て

竹
内
早
紀
○
芥
川
龍
之
介
「
魔
術
」
論
「ハ
ッ
サ
ン
カ
ン
の
妖
術
」
と
比
較
し
て

土
田
早
織
○
異
文
化
間
で
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
土
井
瑛
里
奈
○
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
「
や
り
も
ら
い
表
現
」
習
得
戸
田
成
美
○
漱
石
作
品
に
お
け
る
「
助
言
者
」
に
つ
い
て
佐
々
木
与
次
郎
を
中
心
に

永
嶋
萌
花
○
安
房
直
子
に
お
け
る
異
界
長
谷
川
優
花
○
遠
藤
周
作
「
女
の
一
生
一
部
キ
ク
の
場
合
」
論
林
亜
紗
未
○
源
氏
物
語
論
出
家
に
つ
い
て

原
口
亜
依
美
○
夢
野
久
作
研
究
探
偵
作
家
と
し
て
の
特
質

口
美
幸
○
推
量
表
現
の
助
動
詞
菱
沼
香
菜
○「
薤
露
行
」
論
福
原
雅
美
○『
万
葉
集
』
東
歌
の
世
界
細
井
瞳
○『
と
は
ず
が
た
り
』
の
研
究
政
本
真
希
○
川
端
康
成
「
眠
れ
る
美
女
」
論
真
下
彩
可
○
源
氏
物
語
論
紫
の
上
に
つ
い
て

松
浦
知
佐
○
太
宰
治
『
お
伽
草
紙
』
論
松
川
美
咲
○『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
エ
ン
デ
ィ
』
に
お
け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
力
松
原
有
希
○
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
村
上
恵
里
奈
○
川
端
康
成
「
抒
情
歌
」
論
山
﨑
瑞
木
○
現
代
の
青
森
県
下
北
方
言
山
田
貴
美
○
こ
と
ば
の
性
差
に
つ
い
て
の
研
究
吉
村
友
未
香
○「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
論
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
心
理
的
変
化

渡
邊
千
尋
○
鳥
籠
の
中
の
少
女
達
～
吉
屋
信
子
『
花
物
語
』
に
お
け
る
少
女
像
～
青
木
美
智
子
○
宮
本
輝
「
優
駿
」
論
新
井
夏
紀
○
子
ど
も
の
言
葉
安
斎
千
穂
○
芥
川
文
学
の
ユ
ー
モ
ア
性
飯
田
恵
美
○
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
池
田
恵
○『
源
氏
物
語
絵
巻
』
考
井
上
珠
紀
○
現
実
の
対
話
と
創
作
の
対
話
に
つ
い
て
大
石
瞳
○
葵
の
上
論
岡
田
育
恵
○
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
研
究
岡
田
真
衣
○
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』
論
皆
藤
由
布
子
○
男
性
語
と
し
て
の
江
戸
語
門
脇
育
子
○
中
国
朝
鮮
族
の
教
育
日
韓
に
渡
っ
た
中
国
朝
鮮
族
の
場
合

キ
ム
ジ
ヒ
ョ
ン
○
芥
川
龍
之
介
論
古
典
受
容
か
ら
の
視
点

熊
倉
淑
花
○
現
代
語
の
表
記
に
つ
い
て
小
西
朱
乃
○
嬉
し
い
と
感
じ
た
言
葉
に
つ
い
て
の
分
析
小
林
の
は
ら
○
芥
川
龍
之
介
『
河
童
』
論
櫻
井
未
来
○
会
話
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
篠
田
真
珠
美
○
役
割
語
に
つ
い
て
柴
田
る
り
子
○
紫
の
上
論
萎
澤
瞳
○
雑
誌
の
見
出
し
に
つ
い
て
神
宮
亜
紀
○
近
代
作
家
の
表
現
方
法
北
村
薫
の
場
合

杉
下
明
莉
○
夏
目
漱
石
「
明
暗
」
論
鈴
木
絵
美
子
○
古
事
記
に
お
け
る
「
水
」
の
役
割
に
つ
い
て
須
山
翔
○
広
告
の
日
本
語
に
つ
い
て
髙
橋
梨
絵
○
紫
の
上
と
女
三
の
宮
田
中
静
織
○
白
居
易
に
つ
い
て
田
中
志
歩
○
孤
独
な
少
女
た
ち
吉
屋
信
子
「
屋
根
裏
の
二
處
女
」
を
主
体
に

中
里
友
紀
○
志
賀
直
哉
「主
観
」
か
ら
の
脱
却
と
『
和
解
』
へ
の
道

永
峰
槙
子
○
晩
年
の
作
品
か
ら
見
る
芥
川
龍
之
介
中
村
美
奈
里
○
源
氏
物
語
に
つ
い
て
根
岸
知
沙
○『
和
泉
式
部
日
記
』
に
つ
い
て
橋
本
柚
羽
○
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
林
ゆ
り
○
安
房
直
子
の
作
品
と
人
生
秀
野
遥
○
少
女
と
魔
女
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
『魔
女
の
宅
急
便
』
に
お
け
る
魔
女
と
は

福
嶋
美
里
○
日
本
語
学
習
者
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
学
習
に
つ
い
て
藤
田
愛
里
○
宮
沢
賢
治
『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』
論
堀
澤
麻
理
乃
―119―
○
芥
川
龍
之
介
の
死
生
観
松
倉
香
織
○
御
伽
草
子
『
か
ざ
し
の
姫
』
に
つ
い
て
松
永
千
尋
○「
虞
美
人
草
」
論
松
村
明
希
穂
○
狂
言
「
附
子
」
の
研
究
松
本
夏
菜
○
鉢
叩
き
の
狂
言
宮
田
優
里
香
○「
夢
十
夜
」
論
村
井
沙
樹
子
○
森
外
の
女
性
観
『文
づ
か
ひ
』
を
中
心
に

谷
畑
歩
○『
伊
勢
物
語
』
論
山
内
理
緒
○『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
の
研
究
山
下
綾
子
○
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
歌
（
歌
詞
）
に
つ
い
て
山
本
美
穂
○
日
韓
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
比
較
柳
伊
胄
○
ガ
ス
ト
ン
の
中
の
イ
エ
ス
横
井
京
子
○
江
馬
細
香
の
漢
詩
横
関
か
お
り
○
メ
ー
ル
文
の
特
徴
相
上
由
佳
○
三
者
面
接
行
為
の
発
話
に
お
け
る
回
答
者
間
の
相
互
行
為
阿
部
佳
織
○
源
氏
物
語
論
考
雨
貝
瞳
○
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
会
話
表
現
安
樂
城
奈
智
○『
雨
月
物
語
』
の
研
究
～
上
田
秋
成
の
描
く
女
性
～
飯
塚
千
尋
○
森
外
「
舞
姫
」
研
究
人
物
造
型
を
中
心
に

飯
沼
美
佳
○『
玉
藻
の
草
子
』
の
研
究
一
塚
友
季
子
○
六
条
御
息
所
論
井
上
美
咲
○
外
国
人
に
対
す
る
行
政
支
援
小
川
名
津
子
○
会
話
の
主
導
権
の
発
生
と
移
動
に
つ
い
て
尾
﨑
湖
美
○『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
論
加
賀
桃
花
○『
酒
呑
童
子
』
の
研
究
木
津
絢
子
○
会
話
内
に
お
い
て
日
本
語
母
語
話
者
が
日
本
語
学
習
者
に
行
う
配
慮
に
つ
い
て
木
村
恭
子
○
論
説
文
と
し
て
の
社
説
木
村
千
鶴
○
倭
建
伝
承
の
役
割
草
壁
幸
子
○『
ト
ム
は
真
夜
中
の
庭
で
』
に
お
け
る
「
時
」
黒
川
梨
沙
○
古
事
記
に
お
け
る
「
美
」
と
「
醜
」
小
井
沼
愛
○
菓
子
の
商
品
名
に
つ
い
て
河
野
美
咲
○
乱
歩
作
品
に
お
け
る
残
虐
美
齋
藤
ま
り
絵
○
御
伽
草
子
の
研
究
崎
原
里
穂
○
李
白
の
交
遊
と
生
涯
桜
井
尚
美
○
山
梨
県
白
根
地
域
の
方
言
佐
野
恵
子
○
日
韓
の
議
論
の
場
に
お
け
る
発
話
塩
沢
京
子
○
日
本
人
と
韓
国
人
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
清
水
友
貴
○『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
』
に
お
け
る
ロ
ス
ト
ボ
ー
イ
ズ
須
賀
友
里
江
○
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
き
よ
げ
な
り
」
と
「
き
よ
ら
な
り
」
五
月
女
詠
美
○
芥
川
と
谷
崎
に
お
け
る
芸
術
至
上
主
義
芸
術
性
と
い
う
近
代
自
我

髙
岡
智
世
○『
酒
呑
童
子
』
の
研
究
髙
木
美
里
○『
義
経
記
』
の
研
究
髙
木
優
○
芥
川
龍
之
介
「
河
童
」
論
辰
己
屋
な
な
美
○
志
賀
直
哉
「
赤
西
蠣
太
」
論
中
澤
充
穂
○『
道
成
寺
縁
起
』
の
研
究
中
村
明
寿
香
○
古
事
記
に
お
け
る
「
言
」
に
つ
い
て
中
村
綾
香
○
古
事
記
上
巻
に
お
け
る
他
界
中
村
由
美
子
○
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」
研
究
作
品
の
映
像
化
を
め
ぐ
っ
て

二
野
宮
麻
里
○「
深
い
河
」
に
お
け
る
罪
と
救
い
の
世
界
寧
遠
征
○
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
表
現
技
法
野
坂
優
○
源
氏
物
語
論
野
田
菜
穂
子
○
室
生
犀
星
の
女
性
像
初
期
三
部
作
を
中
心
に

平
井
利
奈
○
万
葉
集
に
お
け
る
「
髪
」
と
「
恋
心
」
平
野
未
矩
○
芥
川
龍
之
介
論
「
羅
生
門
」
の
芸
術
性
と
文
学
性
平
山
祐
梨
○
海
野
十
三
「
火
星
兵
団
」
論
深
水
絵
理
○
森
外
「
食
堂
」
論
福
山
茜
○「
地
獄
変
」
に
見
る
芥
川
の
芸
術
至
上
主
義
藤
田
朋
実
○
日
本
人
の
フ
ォ
ー
リ
ナ
ー
ズ
ト
ー
ク
に
つ
い
て
白
智
恩
○
源
氏
物
語
絵
巻
の
象
徴
性
松
本
有
央
○『
金
槐
和
歌
集
』
考
宮
本
美
里
○
ムー
ミ
ン
シ
リ
ー
ズ
論
鰐
渕
詩
織
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